
(57)【要約】
　　【課題】　防腐剤としてパラベンやソルビン酸を配合したシリコーンエマルジョン離
型剤に特有の問題である、フィルムの曇り、白濁等による外観低下を防止、低減し得るシ
リコーンエマルジョン離型剤を提供する。
　　【解決手段】
(A) 25℃における粘度が 10～ 1,000,000cSt であるポリジオルガノシロキサン；１～ 60重
量％
(B) 界面活性剤； 0.1～ 30重量％
(C) パラベン及び／又はソルビン酸； 0.01～３重量％
(D) プロピレングリコール； 0.1～ 20重量％
(E) 水；残部
からなるシリコーン離型剤組成物。
　　【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
(A) 25℃ に お け る 粘 度 が 10～ 1,000,000cSt で あ る ポ リ ジ オ ル ガ ノ シ ロ キ サ ン ； １ ～ 60重
量 ％
(B) 界 面 活 性 剤 ； 0.1～ 30重 量 ％
(C) パ ラ ベ ン 及 び ／ 又 は ソ ル ビ ン 酸 ； 0.01～ ３ 重 量 ％
(D) プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ； 0.1～ 20重 量 ％
(E) 水 ； 残 部
か ら な る シ リ コ ー ン 離 型 剤 組 成 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム な い し シ ー ト （ 以 下 、 フ ィ ル ム 等 と 言 う ） の 離 型 剤 と し て
有 用 な 水 性 の シ リ コ ー ン エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 食 料 包 装 材 用 フ ィ
ル ム 等 に 好 適 な シ リ コ ー ン 離 型 剤 組 成 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 熱 可 塑 性 樹 脂 フ ィ ル ム 等 の 大 部 分 は 成 形 性 、 耐 水 性 が 優 れ て い る の で 、 各 種 食 料 品 等 の
包 装 材 と し て 広 く 使 用 さ れ て い る 。 樹 脂 フ ィ ル ム 等 は そ の 製 造 工 程 に お い て ロ ー ル 状 に 巻
き 、 食 料 品 の 包 装 材 と し て 使 用 す る 場 合 に は ロ ー ル 状 に 巻 か れ た フ ィ ル ム 等 を 巻 き も ど し
な が ら カ ッ プ 又 は 袋 状 に 成 形 さ れ る 。 し か し 、 離 型 剤 を 使 用 し な い 場 合 、 樹 脂 フ ィ ル ム 等
の 表 面 同 士 が 付 着 し 、 巻 き も ど し が 円 滑 に で き ず 、 剥 が す 際 に フ ィ ル ム 等 が 変 形 し た り 破
れ た り す る ト ラ ブ ル が あ っ た 。 ま た 、 容 器 の 型 成 形 時 に は 、 型 へ の 接 着 の 問 題 、 取 り 出 し
性 の 低 下 等 の 問 題 が 発 生 し 、 更 に 多 数 枚 積 重 ね た 打 ち 抜 き 成 形 の 際 に は 、 製 品 間 が 接 着 す
る 等 の 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る 手 段 と し て 、 シ リ コ ー ン 離 型 剤 の 塗 布 、 特 に 作 業 性 、 安 全 性 の
面 か ら シ リ コ ー ン エ マ ル ジ ョ ン が 多 用 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な シ リ コ ー ン エ マ ル ジ ョ ン は 、 離 型 剤 と し て は 大 変 有 用 で あ る が 、 水 を 分 散 媒
と し て い る た め 、 腐 敗 や 菌 が 発 生 し や す い と い う 問 題 が あ る 。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に
、 各 種 防 腐 剤 、 殺 菌 剤 、 防 菌 剤 の 添 加 が 行 わ れ て お り 、 食 品 容 器 用 離 型 剤 の 場 合 に は 、 人
体 へ の 安 全 性 か ら 、 パ ラ ベ ン や ソ ル ビ ン 酸 が 多 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 パ ラ ベ ン 、 ソ ル ビ ン 酸 は 固 形 物 で あ り 、 シ リ コ ー ン や 乳 化 剤 に 対 し 不 溶 で あ る
。 そ の た め 、 こ れ ら 防 腐 剤 成 分 を 配 合 し た シ リ コ ー ン エ マ ル ジ ョ ン 離 型 剤 を 塗 布 し た 場 合
、 フ ィ ル ム 表 面 で 防 腐 剤 成 分 が 凝 集 析 出 し 、 フ ィ ル ム に 曇 り 、 白 濁 、 場 合 に よ り ザ ラ ツ キ
を 発 生 さ せ 、 外 観 を 著 し く 低 下 さ れ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ８ ８ ７ ４ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 防 腐 剤 と し て パ ラ ベ ン や ソ ル ビ ン 酸 を 配 合 し た シ リ コ ー ン エ マ ル ジ ョ ン 離 型
剤 に 特 有 の 問 題 で あ る 、 フ ィ ル ム の 曇 り 、 白 濁 等 に よ る 外 観 低 下 を 防 止 、 低 減 し 得 る シ リ
コ ー ン エ マ ル ジ ョ ン 離 型 剤 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す べ く 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 シ リ コ ー ン エ マ ル ジ ョ ン 中 に パ
ラ ベ ン 、 ソ ル ビ ン 酸 と 共 に 特 定 量 の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル を 存 在 さ せ る こ と が 極 め て 有 効
で あ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 、 本 発 明 は 、
(A) 25℃ に お け る 粘 度 が 10～ 1,000,000cSt で あ る ポ リ ジ オ ル ガ ノ シ ロ キ サ ン ； １ ～ 60重
量 ％
(B) 界 面 活 性 剤 ； 0.1～ 30重 量 ％
(C) パ ラ ベ ン 及 び ／ 又 は ソ ル ビ ン 酸 ； 0.01～ ３ 重 量 ％
(D) プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ； 0.1～ 20重 量 ％
(E) 水 ； 残 部
か ら な る シ リ コ ー ン 離 型 剤 組 成 物 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の シ リ コ ー ン 離 型 剤 組 成 物 は 、 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム 等 の 表 面 の 透 明 性 を 損 な う お そ
れ が な い の で 、 食 品 包 装 容 器 シ ー ト 等 、 外 観 が 重 視 さ れ る も の へ の 使 用 に 最 適 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発 明 で 用 い ら れ る (A) 成 分 の ポ リ ジ オ ル ガ ノ
シ ロ キ サ ン は 、 両 末 端 が メ チ ル 基 あ る い は 水 酸 基 で 閉 塞 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ポ リ ジ オ ル ガ ノ シ ロ キ サ ン 中 の ケ イ 素 原 子 に 結 合 し た 有 機 基 は 、 メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、
プ ロ ピ ル 基 、 ブ チ ル 基 、 ヘ キ シ ル 基 の よ う な ア ル キ ル 基 ： ビ ニ ル 基 、 プ ロ ペ ニ ル 基 の よ う
な ア ル ケ ニ ル 基 ； フ ェ ニ ル 基 の よ う な ア リ ー ル 基 ； フ ェ ネ チ ル 基 の よ う な ア ラ ル キ ル 基 ；
お よ び こ れ ら の 炭 化 水 素 基 の 水 素 原 子 の 一 部 が ハ ロ ゲ ン 原 子 、 ニ ト リ ル 基 な ど で 置 換 さ れ
た も の が 例 示 さ れ る が 、 合 成 の し や す さ か ら 、 メ チ ル 基 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ポ リ ジ オ ル ガ ノ シ ロ キ サ ン の 粘 度 は 、 25℃ に お い て 10～ 1,000,000cSt で あ り 、 好 ま し
く は 100～ 500,000cStで あ る 。 10cSt 未 満 で は 離 型 効 果 が 乏 し く 脆 く な り 、 ま た 1,000,000
cSt を 超 え る と 安 定 し た エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 を 得 る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 使 用 す る ポ リ シ ロ キ サ ン は 、 25℃ に お け る 粘 度 が 上 記 範 囲 内 で あ れ ば よ く そ の １ 種 を 単
独 で 用 い て も ２ 種 以 上 混 合 し て 用 い て も 良 い 。 さ ら に こ の ポ リ シ ロ キ サ ン は 、 直 鎖 状 の ポ
リ シ ロ キ サ ン で あ る こ と が 好 ま し い が 、 部 分 的 に 分 岐 や 網 構 造 が あ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の (A) 成 分 の オ ル ガ ノ ポ リ シ ロ キ サ ン の 配 合 量 は １ ～ 60重 量 ％ と さ れ る が 、 こ れ は １
重 量 ％ よ り 少 な い と 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム 等 に 塗 布 し た 場 合 充 分 な 離 型 性 を 付 与 す る こ と が で
き な い し 、 60重 量 ％ よ り 多 い と エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 の 粘 度 が 高 く な り す ぎ 、 取 り 扱 い が 困
難 に な る 上 、 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム 等 に 塗 布 し た 場 合 ベ タ ツ キ が で る な ど の 欠 点 が あ る た め で
あ る 。 好 ま し く は ２ ～ 40重 量 ％ の 範 囲 と す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 で 用 い ら れ る (B) 成 分 は 、 （ A） 成 分 を 含 む 安 定 な 乳 化 物 の 構 成 材 料 で あ る 。 界
面 活 性 剤 と し て は 特 に 制 限 は な い が 。 （ A） 成 分 を 含 む 乳 化 物 を 形 成 す る の に 適 す る も の
で あ れ ば よ く 各 種 の ア ニ オ ン 、 カ チ オ ン 、 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 乳 化 重 合 製 造 で は 、 ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 や 硫 酸 を 重 合 触 媒 と し て 用 い る 場 合 、
各 種 ア ニ オ ン 界 面 活 性 剤 が 用 い ら れ 、 さ ら に エ マ ル ジ ョ ン の 安 定 性 を 高 め る 為 各 種 ア ニ オ
ン 系 界 面 活 性 剤 や ノ ニ オ ン 系 の 界 面 活 性 剤 を 組 み 合 わ せ る こ と が 一 般 的 で あ る 。 KOHな ど
の ア ル カ リ 重 合 に お い て は 、 セ チ ル ト リ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ ラ イ ド な ど の カ チ オ ン 系
界 面 活 性 剤 と ノ ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 を 組 み 合 わ る こ と が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 機 械 乳 化 に お い て は ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル に 代 表 さ れ る よ う な ノ
ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 が 用 い ら れ 、 さ ら に エ マ ル ジ ョ ン の 安 定 性 を 高 め る た め ノ ニ オ ン 系 と
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ア ニ オ ン 系 の 乳 化 剤 の 組 み 合 わ せ が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 (B) 成 分 の 配 合 量 は 、 0.1～ 30重 量 ％ の 範 囲 と さ れ る が 、 こ れ は 0.1重 量 ％ よ り 少 な い と
乳 化 物 の 形 成 が 困 難 で あ り 、 ま た 30重 量 ％ よ り 多 い と エ マ ル ジ ョ ン の 粘 度 が 高 く な り 過 ぎ
る た め 取 り 扱 い が 困 難 に な る 上 に 、 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム 等 に 塗 布 し た 場 合 の 離 型 性 が 低 下 す
る た め で あ る 。 好 ま し く は １ ～ 10重 量 ％ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 で 用 い ら れ る (C) 成 分 は 、 パ ラ ベ ン 及 び ／ 又 は ソ ル ビ ン 酸 で あ る 。 パ ラ ベ ン と は
、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 エ ス テ ル の 総 称 で あ り 、 例 え ば パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 メ チ ル 、 パ ラ オ
キ シ 安 息 香 酸 エ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 プ ロ ピ ル 等 が 例 示 さ れ る 。 (C) 成 分 の 配 合 量 は
、 0.01～ ３ 重 量 ％ で あ る 。 0.01重 量 ％ 未 満 で は 腐 敗 防 止 効 果 が な く 、 ３ 重 量 ％ を 超 え る と
皮 膜 の 白 濁 、 ザ ラ ツ キ が 顕 著 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 で 用 い ら れ る (D) 成 分 は 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル で あ り 、 (B) 成 分 の 凝 集 析 出 に
よ る 曇 り 、 白 濁 を 防 止 す る 成 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル は 、 パ ラ ベ ン や ソ ル ビ ン 酸 の 溶 剤 と し て 知 ら れ て い る が 、 そ の 溶
液 は 薄 膜 塗 布 す る と プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル が 蒸 発 し パ ラ ベ ン 等 の 固 形 物 が 析 出 し て 白 濁 し
、 ま た プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル の 溶 解 度 以 上 の パ ラ ベ ン 等 を 配 合 し た 場 合 、 析 出 す る 固 形 物
に 起 因 し て 白 濁 す る 。 こ れ に 対 し 、 シ リ コ ー ン エ マ ル ジ ョ ン 中 に パ ラ ベ ン 、 ソ ル ビ ン 酸 と
プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル と を 共 存 さ せ る と 上 記 問 題 は 生 じ ず 、 離 型 剤 と し て 使 用 し た 場 合 に
も 析 出 に よ る フ ィ ル ム 等 の 表 面 の 曇 り 、 白 濁 を 生 じ さ せ な い 。 ま た 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー
ル 以 外 の 多 価 ア ル コ ー ル 類 も 同 様 な 効 果 を 持 つ も の と し て 期 待 で き る が 、 パ ラ ベ ン や ソ ル
ビ ン を 防 腐 剤 と し て 用 い る 目 的 、 即 ち 、 人 体 に 対 し 安 全 性 で あ る 必 要 が あ る 。 エ チ レ ン グ
リ コ ー ル 類 は 安 全 性 面 で パ ラ ベ ン や ソ ル ビ ン 酸 を 用 い る 目 的 に 反 す る 。 ま た 、 安 全 性 の 高
い 多 価 ア ル コ ー ル と し て の グ リ セ リ ン で は 白 濁 防 止 効 果 が 得 ら れ ず 、 安 全 性 と 白 濁 防 止 効
果 を 兼 ね 備 え る 添 加 剤 と し て プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 (D) 成 分 の 配 合 量 は 、 0.1～ 20重 量 ％ で あ る 。 0.1重 量 ％ 未 満 で は 曇 り 、 白 濁 の 防 止 効 果
が な く 、 20重 量 ％ を 超 え る と 離 型 性 を 損 な う た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の シ リ コ ー ン エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 は 、 公 知 の 手 法 に よ り 機 械 乳 化 あ る い は 乳 化 重
合 に よ り 製 造 で き る 。 こ の 場 合 、 (C) 、 (D) 成 分 は 、 (A) 、 (B) 、 (E) 成 分 を 混 合 し て エ
マ ル ジ ョ ン を 製 造 す る 際 に 同 時 に 添 加 し て も 良 い し 、 (A) 、 (B) 、 (E) 成 分 の エ マ ル ジ ョ
ン を 製 造 後 に 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 本 発 明 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 防 曇 剤 、 帯 電 防 止 剤 な ど の 各 種 添 加 剤 を 配 合 す る こ と が
で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を 更 に 詳 し く 説 明 す る 。
実 施 例 １
（ 乳 化 重 合 エ マ ル ジ ョ ン の 製 造 ）
　 ソ ル ビ ン 酸 ３ g、 水 400g、 ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 10g、 50％ ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル
ホ ン 酸 Na塩 水 溶 液 20gを 加 え 、 加 熱 撹 拌 し 溶 液 を 均 一 化 し た の ち 、 オ ク タ メ チ ル シ ク ロ テ
ト ラ シ ロ キ サ ン 300g、 ヘ キ サ メ チ ル ジ シ ロ キ サ ン 0.9gを 混 合 し 30℃ に 冷 却 し た 後 、 高 圧 ホ
モ ジ ナ イ ザ ー で 500kg／ cm 2 の 圧 力 で ２ 回 処 理 し た 後 70℃ で ５ 時 間 、 さ ら に 20℃ で 10時 間 撹
拌 し た 。 次 い で 10％ の 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 46gを 加 え て ｐ Hを ７ に 調 整 し た 後 、 プ ロ ピ レ
ン グ リ コ ー ル 50g、 50％ ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 Na塩 水 溶 液 60g、 水 113ｇ を 加 え 攪 拌
し 、 乳 白 色 の エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 を 得 た 。 こ の 乳 化 物 400gに Ｉ Ｐ Ａ 600gを 添 加 し オ イ ル を
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抽 出 し 、 水 洗 乾 燥 後 そ の 粘 度 を 測 定 す る と 1100cStで あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 い で 、 以 下 の 方 法 に よ り 評 価 し た 。
（ シ ー ト の 透 明 性 ）
　 エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 を ガ ラ ス 製 シ ャ ー レ に と り 、 風 乾 に よ り 水 分 を 飛 ば し た 。 風 乾 残 分
を よ く か き 混 ぜ た 後 、 こ れ を Ｙ Ｂ Ａ 型 ベ ー カ ー ア プ リ ケ ー タ ー に て Ｏ Ｐ Ｓ シ ー ト に 25μ m 
の 厚 さ で 塗 布 し 、 濁 度 計 に て ヘ イ ズ 値 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
実 施 例 ２
　 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 メ チ ル 1.0gと パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 プ ロ ピ ル 2.0g、 水 400g、 ド デ シ ル
ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 10g、 50％ ド デ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 Na塩 水 溶 液 20gを 加 え 、 加 熱 撹
拌 し 溶 液 を 均 一 化 し た の ち 、 オ ク タ メ チ ル シ ク ロ テ ト ラ シ ロ キ サ ン 300g、 ヘ キ サ メ チ ル ジ
シ ロ キ サ ン 0.9gを 混 合 し 30℃ に 冷 却 し た 後 、 高 圧 ホ モ ジ ナ イ ザ ー で 500kg／ cm 2 の 圧 力 で ２
回 処 理 し た 後 、 70℃ で ５ 時 間 、 さ ら に 20℃ で 10時 間 撹 拌 し た 。 次 い で 10％ の 炭 酸 ナ ト リ ウ
ム 水 溶 液 46gを 加 え て ｐ Hを ７ に 調 整 し た 後 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 50g、 50％ ポ リ オ キ シ
エ チ レ ン ラ ウ リ ル エ ー テ ル 水 溶 液 60g、 水 113ｇ を 加 え 攪 拌 し 、 乳 白 色 の エ マ ル ジ ョ ン 組 成
物 を 得 た 。 こ の 乳 化 物 400gに Ｉ Ｐ Ａ 600gを 添 加 し オ イ ル を 抽 出 し 、 水 洗 乾 燥 後 そ の 粘 度 を
測 定 す る と 9700cStで あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 得 ら れ た エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 を 実 施 例 １ と 同 様 に 評 価 し 、 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
実 施 例 ３
（ 機 械 乳 化 エ マ ル ジ ョ ン の 製 造 ）
　 ソ ル ビ ン 酸 3.0ｇ 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ラ ウ リ ル エ ー テ ル 50ｇ 、 水 150ｇ を 添 加 し 、 70℃
で 30分 混 合 し た 後 、 200cStの ジ メ チ ル シ リ コ ー ン オ イ ル 300gを 加 え 混 合 し た 。 次 い で 60℃
に 溶 液 を 調 整 し 、 コ ロ イ ド ミ ル 処 理 を し た の ち 、 水 467ｇ 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 30ｇ を
添 加 撹 拌 し 、 乳 白 色 の エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 得 ら れ た エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 を 実 施 例 １ と 同 様 に 評 価 し 、 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
実 施 例 ４
　 ソ ル ビ ン 酸 の 代 わ り に パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 プ ロ ピ ル を 用 い た 以 外 は 実 施 例 3と 同 様 に エ
マ ル ジ ョ ン を 製 造 し 評 価 し た 結 果 を 表 １ に 示 す 。
比 較 例 １ ～ ４
　 実 施 例 １ ～ ４ の エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル を 水 に 置 き 換 え た 以 外 は 同
様 に エ マ ル ジ ョ ン を 製 造 し 、 評 価 し た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
比 較 例 ５
　 実 施 例 １ の エ マ ル ジ ョ ン 組 成 物 の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル を グ リ セ リ ン に 置 き 換 え た 以 外
は 同 様 に エ マ ル ジ ョ ン を 製 造 し 、 評 価 し た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 表 １ 】
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